<研究ノート>青年期女子のダイエット経験と食意識の関連 by 横尾 暁子 et al.
田園調布学園大学紀要　第 13 号 2018（平成 30）年度
Bulletin of DEN-EN CHOFU UNIVERSITY　Vol.13 (2018)
Akiko Yokoo Mika Takeuchi Masao Suzuki  The Relationship between Dieting Behavior and Dietary Awareness in Adolescent Females































から構成されており，様 な々年代の健康に関する調査結果が公表されている。平成 29 年度の国
民健康・栄養調査報告 1）では，身長と体重から算出するBody Mass Index（BMI）について，目標
とするBMIの範囲を年代ごとに定め，20 代以上の男女の分布について示している。18 歳から49
歳までの男女については，目標とするBMIは 18.5－24.9 であるが，目標に満たない（BMI＜18.5）
割合が一番高いのは 20 代の女性の 21.7％，ついで 30 代女性の 13.4％，40 代女性の 10.6％，















































































足感とBMIの間に弱い正の相関（r  = .228，p＜.05），体型不満足感と自尊感情の間に弱い負の相
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答したのは 86 人で全体の 74.8％であった。内訳としては，中学時代のダイエット経験者が 52 人，



































































































ロリー 計算を考えるほどは，よく知ってはいなかった/ 知らない」「5 栄養やカロリー のことは，全く知
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